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研究成果の概要（和文）： 本研究では機能的磁気共鳴画像法（fMRI）を用いて、報酬の獲得と罰の回避を目的とした
欺瞞行動の神経基盤を検討した。行動データの解析からは、二種類の嘘をつく割合に大きな個人差があることが明らか
となった。脳機能画像データの解析からは、二種類の嘘の背景にある神経基盤が、部分的に異なっていることが示唆さ
れた。本研究の成果は、社会生活における人間の意思決定のメカニズムを明らかにするための、一助となると考えられ
る。

研究成果の概要（英文）：The present study used functional magnetic resonance imaging (fMRI) to 
investigate the neural correlates of different types of deception, one motivated by reward acquisition 
and another by punishment avoidance. Results of behavioral data revealed large individual differences in 
the proportion of two types of deception. Results of neuroimaging data revealed that neural correlates of 
two types of deception are partially dissociable. These results represent an important step toward 
clarifying the mechanisms underlying human decision-making in a social context.

研究分野： 認知神経科学
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１．研究開始当初の背景 
 ヒトの社会的認知機能に関する研究が、近
年著しく増加している。研究代表者はこれま
でに、特にヒトの欺瞞行動―嘘をつく認知過
程とその神経基盤―に注目して研究を行っ
てきた。これまでの研究では、嘘をつく際に
はその種類に関わらず、背外側前頭前野の賦
活が認められることや（Abe et al., 2006, 
Cerebral Cortex）、腹内側前頭前野が嘘をつく
ことに対する情動的反応や、相手を欺こうと
する意図に関与している可能性を明らかに
した（Abe et al., 2007, Journal of Cognitive 
Neuroscience）。また、パーキンソン病を対象
とした神経心理学的研究からは、背外側前頭
前野の機能が低下すると嘘をつくことが困
難になることを報告しており（Abe et al., 2009, 
Brain）、欺瞞行動における神経基盤について、
複数のアプローチを用いてエビデンスを蓄
積している。 
 しかしながら、上記の研究代表者の一連の
研究と、同時期に報告されている他の先行研
究は共に、実験者からの教示に基づいて被験
者が嘘をつくパラダイムが用いられている。
当然ながら、こうした実験室的な条件では、
現実世界における嘘の神経基盤を検討して
いるとは言い難い。研究代表者はこの問題点
を克服するため、近年の研究ではより現実世
界に近い状況での嘘を定量化できる「コイン
トス課題」を用いている（詳細は３．研究の
方法を参照）。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、被験者が自らの意思に基
づいて嘘をつくことが可能な実験パラダイ
ムを用いて、欺瞞行動の神経基盤にアプロー
チすることである。特に、報酬の獲得と罰の
回避を目的とする嘘を分離してデータの解
析を行い、その背景にある脳のメカニズムを
明らかにすることが、本研究の大きな特色で
ある。 
 行動経済学では「損失回避性」－利益から
得られる満足より、同額の損失から得られる
苦痛をより大きく感じる傾向－が報告され
ている。したがって、報酬の獲得よりも罰の
回避を目的とする場合の方が、嘘をつく割合
が高いと予想した。さらにこれら 2 種類の嘘
をつく時と、その嘘を我慢して正直に振る舞
う際の報酬系と前頭前野の活動は、それぞれ
異なるパターンを示すと予想した。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究で用いたコイントス課題の概要は
以下のとおりである。被験者はトライアルご
とに、コンピュータ上で呈示されるコイント
スの結果 -コインが表か裏か- を予想する。
「反応記録条件（コントロール条件）」では
被験者は自分の予測をボタン押しによって
記録するが、「ランダム条件」では被験者は

自分の心の中でのみ予測を行い、ボタン押し
はランダムに行う。コイントスの結果の呈示
後、被験者は自分の予測が正しかったかどう
かをボタン押しによって報告する。正解の場
合には、トライアルの最初に呈示された金額
の報酬が与えられ、不正解の場合には罰を与
えられる。この際、ランダム条件において偶
然の確率を有意に超えて正解している被験
者は、報酬の獲得もしくは罰の回避のために、
「ズル」をして嘘をついているとみなすこと
ができる。 
 本研究では、嘘をつくことで報酬を獲得で
きるトライアルと、嘘をつくことで罰を回避
できるトライアルとを分離した。具体的には、
トライアルごとに呈示される金額を、プラス
の場合（例：+300 円）とマイナスの場合（例：
-300 円）の 2 条件を用意した。金額がプラス
の場合には、コイントスの予測が正解であれ
ば報酬が与えられるが、不正解であっても罰
は与えられない。一方、金額がマイナスの場
合には、コイントスの予測が正解であっても
報酬は与えられない（罰は回避できる）が、
不正解であれば罰を与えられる。 
 本研究では、上述の課題を機能的磁気共鳴
画像法（fMRI）と組み合わせることで、報酬
の獲得と罰の回避に関わる心理・神経基盤の
検討を行った。 
 
 
４．研究成果 
（１）行動データ 
 コイントス課題を用いた実験では、行動デ
ータに大きな個人差があることが明らかと
なった。すなわち、高い確率で「ズル」をし
て嘘をつく不正直な被験者から、全く嘘をつ
かない正直な被験者がいることが明示的に
示された。報酬を獲得するための嘘をつく割
合、罰を回避するための嘘をつく割合にもそ
れぞれ、大きな個人差があることが確認され
た。また、二種類の嘘をつく割合に相関関係
があることも確認されており、報酬の獲得と
罰の回避という異なる目的の嘘の背景に、共
通の心理過程が存在することが示唆された。 
 
（２）脳機能画像データ 
 脳機能画像データの解析からは、報酬獲得
と罰回避を目的とした二種類の嘘の神経基
盤が、一部では共通の神経ネットワークを利
用する者の、部分的に異なっている可能性が
明らかとなった。同様に、二種類の嘘をつく
ことを制御して正直に振る舞う行為の神経
基盤にも、差異が存在する可能性が明らかと
なった。 
 なお、脳機能画像データの解析については、
今後も追加の解析を行う予定である。例えば
先行研究でも用いられている手法として、嘘
をつく割合に応じてグループ分けを行い、画
像データを解析する手法が報告されている。
したがって本研究で得られたデータについ
ては、研究期間終了後も引き続き解析を行い、



得られた成果を学会・研究会等で報告する。 
 
（３）今後の展望等 
 本研究では、ヒトが嘘をつく背景にある心
理過程とその脳のメカニズムについて、これ
まで検討されてこなかった報酬の獲得と罰
の回避という観点から、新たなエビデンスを
提示できたと考えている。本研究成果は社会
に対して、ヒトの嘘についての科学的な説明
を提供できるものであり、神経科学や心理学
を中心とした複数の分野にインパクトを与
えうるものと考えられる。本研究で得られた
最終的な研究成果については、海外の学術雑
誌等で報告する予定である。 
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